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ブラジルの社会史家ジルベルト・フレイレの主著『大邸
宅と奴隷小屋』
（一九三三年）
は、植民地時代のブラジル北
東部のサトウキビ農園で展開した奴隷と奴隷主の関係を詳細に論じた、ブラジル社会論・国民性論の古典として夙
つと
に
有名である。この作品の末尾に、黒人奴隷が感じた「故郷への郷愁」について述べた、次のような一節がある。
ただし、黒人、すなわち
﹇…﹈
奴隷の生活全般が陽気
であったわけではない。土を食べたり、首を吊ったり、魔マンデインゲイロ
術師の薬草や毒で死んだりする者もいた。バンゾが
多くの命を奪った。バンゾ
―
アフリカへの哀愁が。あ
まりにも故郷を恋しがって、気が狂う者もい 。そのような人々は死なずに、自暴自棄に陥った。
（拙訳、下巻、
二一九頁）
フレイレは奴隷主と奴隷の温情的な関係を描き出し、そ
のことで称讃もされ批判もされてきたのであるが、他方、女性奴隷と関係を持った夫への復讐として、食卓にその女性奴隷 眼球入りのスープを出す奴隷主の妻 エピソードなど、奴隷制社会の暴力や残虐性を暴き出すことも忘れていない。 「バンゾ
―
アフリカへの哀愁」への言及は、そ
うした奴隷制社会 非情な日常生活の一コマである。ちなみに、この「哀愁」の原語は「サウダーデ
（ジ）
saudade 」
で、最近では日本でもときどき耳にするようになった。「バンゾ
banzo 」がポルトガル語辞典に収録されたのは比
較的新しく、一九世紀後半とされる。すでにブラジルは独立していた。現在の最も権威のあるポルトガル語辞典つ、 『ウアイス・ポルトガル語辞典』
（リオデジャネイロ、二
特
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特集〈歴史のことば　現在のことば〉
〇〇一年）
は、ドミンゴ・ヴィエイラ編纂の『ポルトガル
語大辞典』
（ポルト、一八七一年）
を初出として掲げている。
この『大 には、 「黒人奴隷を襲うメランコリー。祖国への郷愁から引き起こされる一種の死に至るノスタルジー」とあり、フレイレが紹介した意味と同じである。
精神病理学者のアナ・マリア・オダによれば、そもそも
「バンゾ」は、一八世紀末、リスボン王立科学アカデミーに提出された奴隷貿易を非難する論文の中で、ある弁護士が航海中の高い死亡率 原因となる精神疾患を表すために用いた用語であっ という。フレイレが、こ 論文を参照した形跡はないが、文献一覧には もに一八四四年にヨーロッパで刊行された 「バンゾ」への言及のある二つの著作が掲げられている。初代国王ペドロ一世へ嫁いだ、神聖ローマ皇帝フランツ二世 娘レオポルディーナに同行した医師・博物学者フリードリヒ・フォン・マルティウス『ブラジル先住民の性質、疾病、医療、薬品』
（ミュンヘン）
と、ペドロ二世の侍医を務め フランス人ジョセフ・ ランソワ・シゴーの『ブラジルの気候と疾病』
（パリ）
である。
マルティウスのブラジル滞在は一八一七年から一八二〇年、シゴーは一八二五年に来て、一八五六年ブラジルで没した。
一九世紀前半、大西洋奴隷貿易への国際的包囲網が強化
される一方、ブラジルではコーヒ 農園など 働かせるア
フリカ人奴隷の密貿易が横行した。密貿易である以上、奴隷船内の環境悪化は避けられなかったであろう。 「バンゾ」への注目が高まった もうなずける。一八五〇年、ブラジルはついに奴隷貿易を禁止する。それ以後「バンゾ」はほとんど死語となった。再び注目を浴びるのは、フレイレの時代、すなわち、ブラジルの国民性の中でのアフリカ系人の位置付けが論じられた一九三〇〜四〇年代であった。
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